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◆表紙デザインと画像◆　

色彩は日本原子力研究開発機構のロゴマークに合わせた青を基調とし、澄んだ青空から光（明るい未来）が差し込む様子をイメー
ジしました。デザイン要素に取り入れています「正六角形」は玄武すなわち亀の甲羅を表し、長寿のシンボルとして古来より尊ば
れた紋様です。なお、高速増殖原型炉「もんじゅ」と高温工学試験研究炉「HTTR」の燃料体も正六角形です。
　画像は、WSPEEDIによる空間線量率の解析結果（左上）と瑞浪超深地層研究所の主立坑深度４００ m付近から地上方向を見上げた
状況（右下）です。
　前者は２０１１年３月１５日から１６日にかけての東京電力株式会社福島第一原子力発電所からの放射性核種の大気拡散過程を推定した
もので、発電所から北西方向で検出された高い空間線量率を良く再現しています（第７章概況，p．７９）。　
　後者は、瑞浪超深地層研究所の主立坑です（直径６．５ m）。２０１０年度、主立坑は深度４８１．３ mまで掘削を行いました。写真は主立
坑の深度４００ m付近から地上方向を見上げた状況です（トピックス１２ - １１，p．１１８）。
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瑞浪超深地層研究所の主立坑深度400 m付近から
地上方向を見上げた状況

WSPEEDIによる3.11原子力事故時の
空間線量率の解析結果


